
Q：ドパミン不足が原因であるパーキンソン病の治療薬レボドパ製剤に、ドパミン遮断薬の
ドンペリドンを併用するのはなぜか 
 
A：ドンペリドンは、血液脳関門の透過性が低く脳には到達しにくいと言われている 1）。し
たがって、パーキンソン病の病状を悪化させるリスクが少なく 2)、パーキンソン病治療薬の
レボドパ製剤で起こる吐き気・食欲不振といった消化器症状を改善させる目的で広く使わ
れている 3)。また、レボドパ製剤は腸管からの吸収率が悪いため、効果にムラが生じてしま
うことがあり、いわゆるレボドパ製剤の効果が現れないことや効果発現に時間がかかるな
どの原因になる。これらを解消するために、消化管運動を改善するドンペリドンの使用が
ガイドラインでも選択肢として挙げられており 2) 、レボドパ製剤の吸収効率を高める効果
が期待されている。 
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